
1887年1月基準
（明治20年1月基準）

1952年基準
（昭和27年基準）

1980年基準
（昭和55年基準）

2000年基準
（平成12年基準）

1949年7月～1950年6月基準
（昭和24年7月～25年6月基準）

企業物価指数の体系の変遷（概要）
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（注）「企業物価指数の過去の基準改定時における品目分類・改廃品目一覧」は、企業物価指数の基本分類該当部分（上図太線の枠から※を除いた部分）が対象範囲。
　　　輸出入物価指数については、1949年7月～1950年6月基準（昭和24年7月～25年6月基準）に開始した後、1980年基準（昭和55年基準）に基本分類指数
　　　として整備・位置付けするまで卸売物価指数とは異なる指数体系としていた経緯があるため、対象範囲に含めていない。
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